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議長
小谷　和志

副議長
河本　裕志

議 会 構 成 図

常任委員会

総務文教常任委員会
環境福祉常任委員会
産業建設水道常任委員会
予算常任委員会
決算常任委員会

議会広報編集特別委員会

議会運営委員会

特別委員会

議会事務局

議

　
　会

市民の声を市政に生かす議会に市民の声を市政に生かす議会に環境福祉常任委員会

委
員
長

　
廣
田

　
　均

副
委
員
長

　
日
下

　俊子

委

　
　
員

　
木
下

　公文

　嶌原

　
　舞

　
　
　
　
　秦井

　誠司

　厚東

　晃央

　
　
　
　
　河本

　裕志

委 員 長　石原　芳高
副委員長　日下　俊子
委　　員　秦井　誠司　　厚東　晃央
　　　　　河本　裕志　　原野　健一
　　　　　小野田　光　　廣田　　均

委 員 長　厚東　晃央
副委員長　秦井　誠司
委　　員　川勝　浩子　　岩田　惠一
　　　　　平原　順二　　石原　芳高

委 員 長　小野田　光
副委員長　嶌原　　舞
委　　員　木下　公文　　竹原　　幹
　　　　　室﨑　陸海

委 員 長　原野　健一
副委員長　日下　俊子
委　　員　成本　　崇　　河本　裕志
　　　　　島津　幸枝　　廣田　　均

総務文教常任委員会

議会運営委員会

議会選出監査委員
廣田　　均

委 員 長　島津　幸枝
副委員長　木下　公文

議長を除く17議員

予算常任委員会

議長及び議会選出監査委員
を除く16議員
　委 員 長　平原　順二
　副委員長　成本　　崇

決算常任委員会

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ

　
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、そ
の
責
務

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
議
長
を
し
っ
か
り
補
佐
し
、円
滑
な

議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
注
意
し
つ

つ
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課

題
に
向
き
合
い
、議
会
で
活
発
な
議
論

を
し
て
い
く
中
で
、市
民
の
皆
さ
ま
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
、ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、身

に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、責
任
の
重
さ

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、市
民
と
議
会

と
の
交
わ
り
の
機
会
が
減
少
し
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。議
会
の
必
要
性
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、議
会
と
市
民
を
近
づ

け
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
声
を
市
政
に
生
か
し
、市
民

に
必
要
と
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、議

会
が
活
発
な
議
論
の
場
と
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。ご
指
導

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

産業建設水道常任委員会

私たちが議会だよりを担当します

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
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議　案　名

議
決
年
月
日

採
決
結
果

かなえの会
日本共産党
瀬戸内
市議団

公明党
瀬戸内
市議団

創流
クラブ

瀬戸内
市民の会 新風

賛
　
　成

反
　
　対

秦
井
　誠
司

成
本
　
　崇

嶌
原
　
　舞

厚
東
　晃
央

島
津
　幸
枝

河
本
　裕
志

川
勝
　浩
子

竹
原
　
　幹

日
下
　俊
子

小
野
田
　光

原
野
　健
一

平
原
　順
二

木
下
　公
文

室
﨑
　陸
海

廣
田
　
　均

小
谷
　和
志

石
原
　芳
高

岩
田
　惠
一

議案
第57号

令和5年度瀬戸内市一般会計補正予算
（第3号）に対する修正案について R5.7.11 否決 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ― ● ● 6 11

令和5年度瀬戸内市一般会計補正予算
（第3号） R5.7.11 原案

可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ― ○ ○ 11 6

○＝賛成　 ●＝反対　 欠＝欠席　―＝議長職 ( 議長は採決に加わりません )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※他の議案については、全員賛成

令和5年第3回（6月）定例会　賛否の公表

　
２
０
４
０
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

（
Ｃ
О
２
排
出
ゼ
ロ
）
を
目
指
し
て

い
る
本
市
は
、
国
の
※
脱
炭
素
先
行

地
域
づ
く
り
事
業
の
採
択
を
受
け
た
。

ま
ず
は
、
地
域
電
力
会
社
設
立
に
向

け
て
、
事
業
内
容
等
の
検
証
を
委
託

す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　
こ
の
予
算
を
削
除
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
、
原
案
を
可
決
し
た
。

委
託
先
は
。

こ
の
事
業
の
共
同
提
案
者
で
あ

る
み
や
ま
パ
ワ
ー
Ｈ
Ｄ
㈱
と
中

国
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
共
同
提
案
者
は
「
邑
久

町
漁
業
協
同
組
合
」「
㈱
岡
山
村
田

製
作
所
」「
備
前
日
生
信
用
金
庫
」

で
あ
る
。

検
証
業
務
の
委
託
先
は
、
共
同

提
案
に
関
わ
っ
て
い
な
い
会
社

に
す
べ
き
で
は
。

５
年
間
の
限
ら
れ
た
事
業
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
地
域
電
力
会

社
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
分
析
、
検

証
の
業
務
は
、
第
３
者
の
視
点
が
必

要
で
、
共
同
提
案
者
と
随
意
契
約
し

た
の
で
は
、
き
ち
ん
と
し
た
検
証
が

で
き
な
い
。

　
な
に
よ
り
、
地
域
電
力
会
社
の
設

立
の
必
要
性
が
市
民
に
理
解
さ
れ
て

な
く
、
一
度
立
ち
止
ま
り
再
度
見
直

し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
電
力
会
社
を
立
ち
上
げ
、
市

内
に
お
金
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
今
ま
で
そ
の
事
業
の
内
容

を
熟
知
し
て
い
る
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　
時
間
を
か
け
て
見
直
し
、
判
断
す

る
た
め
に
も
こ
の
予
算
は
必
要
で
あ

る
。

答 問

賛
成

反
対

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
事
業
委
託
に

約
４
０
０
万
円

問答

※
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
と
は

　
２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に

向
け
て
、
環
境
省
が
先
進
的
な
取
組
を
全
国

で
１
０
０
カ
所
程
度
を
選
定
し
、
そ
の
地
域

で
先
行
し
て
脱
炭
素
に
取
組
む
事
業
。

　〈
討
　
　
　論
〉
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給
食
費
の
無
償
化
に

１
億
１
千
５
０
０
万
円

　
令
和
５
年
９
月
か
ら
令
和
６
年
３

月
ま
で
の
、
小
・
中
学
校
の
給
食
費

を
無
償
化
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
、

可
決
し
た
。

財
源
は
。

国
か
ら
の
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
充
て
る
。

国
か
ら
の
交
付
金
を
給
食
費
の

無
償
化
に
充
て
た
理
由
は
。

３
月
29
日
に
国
か
ら
示
さ
れ
た

交
付
限
度
額
が
、
１
億
１
千
５

０
０
万
円
で
あ
り
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
今
回
は
半
年
間

の
無
償
化
を
考
え
た
。

来
年
度
以
降
も
無
償
化
に
す
る

考
え
は
。

現
在
は
財
源
の
見
通
し
が
つ
か

な
い
た
め
、
令
和
６
年
３
月
ま

で
の
実
施
と
す
る
。

幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園

は
無
償
化
し
な
い
の
か
。

交
付
金
の
限
度
額
か
ら
今
回
は

対
象
外
と
す
る
。
園
に
通
っ
て

い
な
い
子
ど
も
に
支
援
が
届
か
な
い

の
で
、
不
平
等
が
発
生
す
る
。

問答

問答 問答

給食の様子（牛窓北小学校）給食の様子（牛窓北小学校）

両備バス両備バス
バスロケーションシステム画面バスロケーションシステム画面

約850万円市営バスの位置が分かるシステムに

導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

９
月
中
旬
に
業
者
選
定
を

行
い
、
年
度
内
に
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。

ど
う
い
っ
た
媒
体
で
導
入

す
る
の
か
。

ア
プ
リ
や
ブ
ラ
ウ
ザ
、
そ

の
他
様
々
な
媒
体
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
使
い
方
の

周
知
は
。

し
っ
か
り
周
知
徹
底
を
行

い
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
価

値
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
。

　
現
在
、
市
は
市
営
バ
ス
を

８
路
線
運
行
し
て
い
る
。

　
今
以
上
の
市
民
の
交
通
利

便
性
の
確
保
を
目
指
し
、
国

の
補
助
金
を
利
用
し
て
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導

入
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
可

決
し
た
。

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
と
は
。

地
図
上
で
、
路
線
や
バ

ス
の
現
在
位
置
を
表
示

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
バ
ス
が
ど
こ
を
走
っ
て
い

る
の
か
、
遅
延
な
く
時
刻
表

通
り
来
て
い
る
の
か
が
確
認

で
き
、
安
心
し
て
バ
ス
停
で

待
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
な
る
。

問答

問答 問答問答

問答
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副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
身
に
余
る
思
い

で
あ
る
。
入
庁
し
て
か
ら
は
税
務
や
農
林
水
産

の
仕
事
に
従
事
し
、
近
年
で
は
企
業
誘
致
に
関

す
る
業
務
を
や
り
が
い
を
持
っ
て
取
り
組
め
た
。

　「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
の
言
葉
を
肝
に
銘

じ
、
老
い
て
な
お
未
熟
さ
を
知
り
、
瀬
戸
内
市

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
自
己
研
鑽
に
努
め
る
。

　
副
市
長
の
選
任
同
意
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
同
意
し
た
。

所
信
表
明

都市計画審議会条例制定
　
昨
年
度
策
定
し
た
国
土
利

用
計
画
の
中
で
、農
業
地
域・

森
林
地
域
・
自
然
公
園
地
域

の
３
地
域
に
加
え
、
新
た
に

都
市
地
域
（
都
市
計
画
）
を

導
入
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

　
都
市
計
画
を
審
議
す
る
審

議
会
を
設
け
る
条
例
が
上
程

さ
れ
、
可
決
し
た
。

審
議
会
委
員
の
選
定
は
。

国
土
利
用
計
画
に
引
き
続

き
の
学
識
経
験
者
３
名
、

市
議
会
議
員
３
名
、
関
係
行
政

機
関
の
職
員
や
本
市
の
市
民
で

９
名
程
度
を
市
長
が
任
命
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

開
催
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

今
年
10
月
ぐ
ら
い
に
、
第

１
回
目
を
開
催
し
た
い
。

　
２
年
間
で
、
都
市
計
画
区
域

を
県
に
申
請
し
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
。
令
和
６
年

度
中
に
計
画
を
ま
と
め
た
い
。

審
議
会
が
で
き
た
ら
、
都

市
計
画
を
導
入
す
る
と
い

う
こ
と
か
。

こ
の
審
議
会
を
設
置
し
て
、

イ
コ
ー
ル
都
市
計
画
導
入

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ど
う

い
っ
た
都
市
の
在
り
方
が
良
い

か
の
審
議
か
ら
始
め
た
い
。

答 問

副
市
長
に

難
波 

利
光 

氏

問問 答答

略
歴

Ｓ
61
・
4	

邑
久
町
役
場
入
庁

Ｈ
27
・
4	

岡
山
県
へ
派
遣（
東
京
事
務
所
）

Ｈ
29
・
4	

産
業
建
設
部
長

Ｒ
5
・
3	

瀬
戸
内
市
役
所
定
年
退
職

プロフィール

難
な ん ば

波  利
とし

光
みつ

 氏
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成
本

　崇
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．観
光
地
で
あ
る
牛
窓
の
活
性
化
に

つ
い
て

２
．小
・
中
学
校
の
図
書
館
へ
の
複
数

の
新
聞
配
備
に
つ
い
て

３
．市
職
員
の
副
業
に
つ
い
て

４
．公
共
交
通
に
つ
い
て

廣
田

　均
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

に
つ
い
て

２
．瀬
戸
内
ブ
ル
ー
シ
ャ
イ
ン
ズ
に
つ

い
て

３
．前
島
の
架
橋
に
つ
い
て	

竹
原

　幹
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

	

に
つ
い
て

２
．合
併
浄
化
槽
事
業
に
つ
い
て

３
．市
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

４
．市
道
、
農
道
、
用
水
路
の
整
備
、

管
理
に
つ
い
て

小
野
田
光
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．1
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事

業
に
つ
い
て

２
．少
子
化
対
策
に
つ
い
て

３
．道
の
駅
に
つ
い
て

４
．岡
山
い
こ
い
の
村
に
つ
い
て

嶌
原

　舞
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．す
く
す
く
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
つ
い
て

２
．不
妊
治
療
の
助
成
に
つ
い
て

３
．こ
ど
も
パ
ー
ク
の
屋
外
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て

４
．鳥
獣
対
策
に
つ
い
て	

平
原
順
二
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．市
長
、職
員
の
給
与
及
び
議
員
報

酬
に
つ
い
て

２
．道
路
整
備
に
つ
い
て

木
下
公
文
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．牛
窓
の
活
性
化
に
つ
い
て	

２
．ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

に
つ
い
て

３
．水
道
事
業
に
つ
い
て

４
．給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

５
．防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て	

	
	

室
﨑
陸
海
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
周
辺

の
廃
棄
物
問
題
に
つ
い
て	

２
．文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
つ

い
て		

	

島
津
幸
枝
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

２
．ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
つ
い
て

３
．食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も

へ
の
配
慮
に
つ
い
て	

石
原
芳
高
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．副
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

２
．職
員
の
採
用
と
人
事
配
置
に
つ
い
て

３
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５

類
感
染
症
移
行
後
の
市
政
運
営
に

つ
い
て

秦
井
誠
司
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．市
職
員
の
採
用
と
人
材
確
保
に
つ

い
て

２
．中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て		

３
．工
事
指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て

原
野
健
一
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て	

２
．避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て	

３
．消
防
団
組
織
に
つ
い
て

厚
東
晃
央
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

に
つ
い
て

２
．給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

３
．ご
み
30
％
削
減
政
策
に
つ
い
て

岩
田
惠
一
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．副
市
長
２
人
体
制
に
つ
い
て

２
．子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

３
．水
道
料
金
に
つ
い
て

川
勝
浩
子
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
に
向

け
て		

	

２
．性
差
医
療
に
つ
い
て

３
．ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現
に
つ

い
て

河
本
裕
志
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．認
知
症
対
策
に
つ
い
て

２
．帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

日
下
俊
子
（
　
ペ
ー
ジ
）

１
．ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
に
つ
い
て

国
の
地
域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
法
等
の
改
正

が
行
わ
れ
て
、
持
続
可
能
性

を
上
げ
る
た
め
に
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
等
の
地
域
内
交
通
の

住
み
分
け
を
推
進
す
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
市
の
公
共
交
通
の

再
構
築
の
考
え
は
。

　
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
は
変
え
て
い
き
た
い
。

大
幅
な
地
域
内
交
通
の

再
構
築
を
検
討
す
る
に

は
、
専
門
部
局
を
設
置
し
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

　
新
た
な
取
組
を
行
う
際
に

は
、
専
門
の
人
材
が
必
要
で

あ
る
。
そ
う
し
た
人
材
獲
得

の
可
能
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
た
な
組
織
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
れ
ば
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

往
年
の
牛
窓
は
停
泊
地

と
し
て
良
港
で
あ
っ
た
。

大
型
ク
ル
ー
ザ
ー
な
ど
の
停

泊
場
所
の
整
備
で
海
か
ら
の

誘
客
に
つ
な
げ
て
は
。

　
既
存
の
港
湾
施
設
等
と
連

携
し
、
誘
客
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
駐
車
場
不
足
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

　
市
が
所
有
す
る
土
地
の
う

ち
観
光
客
の
利
便
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
土
地
に
有
料
駐

車
場
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

往年の牛窓港（資料提供：写真のマサモト）

8 8 79 9101011

12 12 11131314141515

問
答

観光地である牛窓の活性化は

海からの誘客や有料駐車場を検討する

成本　崇

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問

問問

問
田
野
副
市
長

産
業
建
設
部
長

総
合
政
策
部
長

市
　
　
　長
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当
初
は
、
中
国
電
力
と
の

契
約
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
地

域
電
力
会
社
に
能
力
が
出
て

き
た
ら
切
り
替
え
る
。

新
た
な
開
発
で
、
農
道

や
用
水
路
が
事
業
所
の

敷
地
内
に
取
り
込
ま
れ
る
事

態
が
起
き
て
い
る
。
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

　
現
地
を
確
認
し
、
事
業
者

に
対
し
て
、
通
行
に
支
障
の

な
い
状
態
、
地
元
に
迷
惑
の

か
か
ら
な
い
元
の
状
態
に
戻

し
て
も
ら
う
な
ど
対
処
を
指

導
し
て
い
る
。

下
水
道
が
来
な
い
地
区

で
の
不
公
平
感
を
取
り

除
く
た
め
に
も
、
合
併
浄
化

槽
を
市
が
設
置
し
、
維
持
管

理
す
る
制
度
に
し
て
は
ど
う

か
。

　
今
後
、
引
き
続
き
研
究
し

て
い
く
。 産

業
建
設
部
長

電
を
す
る
計
画
で
あ
り
、
市

が
半
分
以
上
出
資
し
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
。

　
廃
カ
キ
筏
の
処
理
は
、
チ

ッ
プ
化
し
小
型
炉
ボ
イ
ラ
ー

の
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
。

女
子
野
球
チ
ー
ム
瀬
戸

内
ブ
ル
ー
シ
ャ
イ
ン
ズ

が
瀬
戸
内
市
を
拠
点
と
し
て

大
活
躍
し
て
い
る
。
市
の
宣

伝
効
果
、
経
済
効
果
も
あ
り

市
と
し
て
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
の
か
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

必
要
性
を
ど
う
思
う
か
。

　
女
子
野
球
タ
ウ
ン
の
認
定

を
申
請
し
、
協
働
す
る
形
で

関
わ
っ
て
い
き
た
い
。
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
は
必
要
性
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

前
島
の
架
橋
は
、
島
民

に
と
っ
て
悲
願
で
あ
り
、

昨
年
８
月
に
全
員
署
名
の
要

望
書
を
市
長
に
手
渡
し
た
。

急
病
人
や
火
災
等
、
夜
間
に

は
毎
日
不
安
を
か
か
え
て
い

る
。
市
道
扱
い
の
フ
ェ
リ
ー

に
変
わ
る
早
急
な
架
橋
の
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
岡
山
県
離
島
振
興
計
画
に

架
橋
の
必
要
性
や
方
策
を
検

討
す
る
旨
を
明
記
し
た
。
今

後
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
事
業
の
詳
細
は
。

　　
先
行
地
域
の
対
象
は
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
場
所
、
未

利
用
市
有
地
と
電
力
系
統
を

接
続
す
る
立
地
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
な
ど
取
組
に
先

進
が
あ
る
３
点
で
選
定
。

　
地
域
電
力
会
社
の
概
要
は
、

地
域
で
あ
る
程
度
太
陽
光
発

電
が
で
き
る
形
と
な
れ
ば
売

地
域
電
力
会
社
は
、
初

期
投
資
ゼ
ロ
、
大
手
電

力
会
社
は
使
わ
な
い
、
電
気

料
金
は
安
く
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
実
現
性
は
。

　
地
域
電
力
会
社
は
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
導
入
に
国
の

交
付
金
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
。
発
電
コ
ス
ト
を
下
げ
、

で
き
る
だ
け
安
い
料
金
と
し

て
競
争
力
を
持
つ
こ
と
で
実

現
性
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
は
雨
の
日

や
夜
間
に
は
発
電
し
な

い
。
中
国
電
力
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
な
し
に
、
蓄
電
池
だ

け
で
賄
え
る
の
か
。

絶好調の女子野球チーム
「瀬戸内ブルーシャインズ」

公共用地に設置された
太陽光パネル

問
答

前島の架橋の推進は

多くの市民の意見を聞きながら検討する

廣田　均

問
答

地域電力会社は説明通り実現するか

国の交付金を充て、競争力を持たす

竹原　幹

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問問

問

問問

問 問

環
境
部
長

三
浦
副
市
長

市
　
　
　長

環
境
部
長

田
野
副
市
長

市
　
　
　長

一 般 質 問原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります

9議会だより せとうち Vol.75　2023.9.1

新
体
制
ス
タ
ー
ト

議
案
審
議

副
市
長
選
任

一
般
質
問

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

収
入
確
保
の
観
点
か
ら

お
母
さ
ん
方
が
働
く
場
所
を

市
が
窓
口
と
な
り
、
事
業
者

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

　
非
常
に
重
要
な
視
点
だ
と

思
う
。
今
後
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
を
つ
く
る
計
画
の
中
で

実
現
し
て
い
き
た
い
。

道
の
駅
の
現
状
及
び
今

後
の
在
り
方
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

　
こ
こ
３
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
伴
う
観
光
需
要
低
迷
等

を
受
け
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

か
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、

責
任
の
あ
る
方
向
性
を
今
年

度
中
に
示
し
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
事
業
の
今
後
の
進

め
方
は
。

　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
玉
津
・
裳
掛

地
区
、
そ
し
て
市
が
持
つ
公

共
施
設
を
中
心
に
脱
炭
素
化

を
進
め
、
そ
の
後
市
内
全
域

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
、
ど
う
す

る
の
か
。

　
手
段
と
し
て
地
域
の
電
力

会
社
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
電
力
を
使
う
こ
と
に

よ
り
、
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
に
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
、
電
力
の
地
産
地

消
を
行
う
中
で
全
体
最
適
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　　
今
後
敷
地
内
で
の
配
置
検

討
や
予
算
の
調
整
等
、
整
備

計
画
の
策
定
に
お
い
て
検
討

す
る
。不

妊
治
療
の
助
成
に
つ

い
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
法

や
人
工
授
精
を
は
じ
め
と
す

る
一
般
不
妊
治
療
も
対
象
に

し
て
は
。

　
近
隣
の
自
治
体
の
動
向
も

参
考
に
今
後
研
究
す
る
。

令
和
４
年
６
月
と
９
月

に
質
問
し
た
猟
期
中
の

捕
獲
補
助
金
に
つ
い
て
、
協

議
の
進
捗
及
び
令
和
５
年
度

の
対
象
者
は
。

　
令
和
５
年
度
の
狩
猟
開
始

時
期
ま
で
に
は
方
向
性
を
決

定
し
た
い
。

満
２
歳
未
満
の
乳
幼
児

を
対
象
に
、
一
人
当
た

り
月
額
３
千
円
ま
で
助
成
す

る
す
く
す
く
チ
ャ
イ
ル
ド
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
保

護
者
か
ら
要
望
の
多
い
離
乳

食
を
対
象
に
す
べ
き
で
は
。

　　
店
舗
側
か
ら
、
離
乳
食
は

種
類
が
多
い
こ
と
か
ら
対
象

商
品
で
あ
る
こ
と
の
判
断
が

難
し
く
、
事
務
が
煩
雑
化
す

る
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
対
象
商
品
の
追

加
に
向
け
て
研
究
す
る
。

計
画
中
の
こ
ど
も
パ
ー

ク
に
つ
い
て
、
最
近
は

子
ど
も
に
も
紫
外
線
対
策
を

し
て
い
る
保
護
者
が
増
え
て

い
る
。
屋
外
の
屋
根
付
き
ス

ペ
ー
ス
の
屋
根
を
広
げ
て
は
。

保護者から要望の多い
離乳食も対象にしてほしい

問
答

おむつ用品等助成の更なる充実を

今後、対象商品の追加に向けて研究する

嶌原　舞

問
答

ゼロカーボンシティ今後の進め方は

地域電力会社をつくり全体最適を図る

小野田　光

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問

問 問

問

問問

問問

こ
ど
も
・
健
康
部
長

こ
ど
も
・
健
康
部
長

こ
ど
も
・
健
康
部
長

産
業
建
設
部
長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

※
令
和
３
年
２
月
２
日
に
瀬

戸
内
市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
て
い

る
。

　
　
令
和
５
年
４
月
28
日
に

は
環
境
省
の
脱
炭
素
の
先

行
地
域
に
選
定
さ
れ
て
い

る
。
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長
船
地
区
に
企
業
団
地
が

増
え
た
の
で
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

長
船
地
区
の
企
業
誘
致

も
進
ん
で
い
る
が
、
南

北
道
か
ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
ま

で
の
道
路
整
備
を
考
え
て
は
。

水
道
料
金
が
高
い
こ
と

を
理
由
に
、
転
入
の
チ

ャ
ン
ス
を
失
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。
何
よ
り
家
計
に

響
い
て
い
る
と
い
う
声
を
よ

く
聞
く
。

　
水
道
料
金
の
見
直
し
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
市
の
水
道
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
中
で
成
り
立
っ
て

い
て
無
闇
に
一
般
会
計
か
ら

お
金
を
繰
り
出
せ
な
い
。

　
国
の
制
度
を
う
ま
く
使
い

な
が
ら
市
民
に
負
担
が
及
ば

な
い
よ
う
に
経
営
努
力
し
て

い
く
。

令
和
５
年
９
月
か
ら
令

和
６
年
３
月
ま
で
給
食

費
を
無
償
化
す
る
と
い
う
事

だ
が
、
物
価
高
騰
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
で
、
あ
ら

ゆ
る
物
が
高
騰
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
。

　
市
民
の
経
済
的
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
来

年
度
以
降
も
継
続
し
て
は
ど

う
か
。

　
財
源
を
ど
の
よ
う
に
捻
出

す
る
か
を
庁
内
で
真
剣
に
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
方
向

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
水
道
料
金
は
他

と
比
較
し
て
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
高
い

の
か
市
民
が
納
得
い
く
丁
寧

な
説
明
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

　
今
後
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
て
い
き

た
い
。

南北道路

福山浄水場の全景写真

問
答

瀬戸内市の道路整備を考えては

今後の状況を見ながら対応していく

平原　順二

問
答

来年度以降も給食費無償化をしては

財源を確保出来るよう検討する

木下　公文

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問

問問

問

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

上
下
水
道
部
長

一 般 質 問原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります
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部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
は
、
外
部
指
導

員
の
確
保
が
重
要
。
地
域
移

行
の
協
議
は
、
ス
ポ
ー
ツ
種

目
ご
と
に
関
係
者
を
集
め
開

催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
一
堂

に
会
し
た
も
の
で
な
く
、
部

活
動
で
今
あ
る
競
技
種
目
か

ら
、
順
次
、
協
議
会
を
開
催

し
て
い
き
た
い
。

４
月
か
ら
部
活
動
の
朝

練
が
廃
止
さ
れ
た
。
外

部
指
導
員
な
ど
の
配
置
で
、

要
望
に
応
じ
再
開
で
き
な
い

か
。

　
要
望
等
が
あ
れ
ば
、
必
要

に
応
じ
検
討
す
る
。

　

市
職
員
の
障
が
い
者
雇

用
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
を
求
め
る
。

　
令
和
４
年
の
障
が
い
者
の

実
雇
用
率
は
２
・
83
％
。（
法

定
雇
用
率
２
・
６
％
）
令
和

８
年
７
月
以
降
は
法
定
雇
用

率
が
３
％
に
な
る
た
め
、
そ

れ
以
上
を
目
指
す
。
あ
わ
せ

て
、
受
け
入
れ
る
職
員
や
市

民
の
意
識
改
革
も
必
要
な
の

で
、
両
輪
で
取
り
組
む
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子

ど
も
に
配
慮
し
た
学
校

給
食
の
提
供
を
。

　
学
校
給
食
の
無
償
化
と
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
に

格
差
が
広
が
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
の
予
算
組
み

に
あ
た
っ
て
、
対
応
方
法
を

検
討
し
、
説
明
で
き
る
よ
う

に
、
引
き
続
き
頑
張
る
。

を
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
以
降
の
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
と
、
今
後
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
官
民
連
携
で
色
々
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

ま
ず
は
現
状
調
査
を
行
い
、

方
針
を
し
っ
か
り
立
て
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

前
回
の
議
会
で
は
、
こ

の
問
題
に
対
し
て
納
得

で
き
る
だ
け
の
答
弁
は
も
ら

え
な
か
っ
た
が
、
今
年
の
２

月
議
会
以
降
の
対
応
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

　
議
員
の
納
得
の
い
く
答
弁

が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
ご

批
判
に
対
し
て
、
謙
虚
に
真

摯
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

市
長
の
今
後
の
対
応
は
。

　
市
民
に
と
っ
て
喜
ば
れ
る

場
所
に
変
え
て
い
く
と
い
う

考
え
方
は
、
重
要
で
あ
り
共

感
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
し
か
る
べ
き
対

応
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
は

持
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
を
令
和
５
年
２
月

議
会
で
古
墳
の
整
備
や
ま
ち

並
み
の
整
備
に
つ
い
て
質
問

クリーンセンターかもめ

部活動の様子

問
答

クリーンセンターかもめ周辺の問題は

批判問題に対し謙虚に受けとめている

室﨑　陸海

問
答

部活動の地域移行は種目ごとの協議を

部活動のある種目から順次開催する

島津　幸枝

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問問問

問問

問 問

市
　
　
　長

市
　
　
　長

市
　
　
　長

教
育
次
長

教
育
次
長

三
浦
副
市
長

市
　
　
　長
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つ
な
が
り
が
大
き
く
影
響
を

受
け
た
事
を
感
じ
て
い
る
。

　
感
染
症
法
の
取
り
扱
い
も

変
更
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
活
動
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
よ
り
も
盛
ん
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
5
類
移

行
後
、
市
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
方
策
を
問
う
。

　
地
域
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
、
中
間
支
援
組
織
に
よ
る

支
援
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の

新
し
い
協
働
の
ス
タ
イ
ル
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

三
浦
副
市
長
の
就
任
か

ら
３
か
月
足
ら
ず
で
は

あ
る
が
、
瀬
戸
内
市
に
対
す

る
思
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
責

務
を
問
う
。

　
社
会
経
済
状
況
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
で
、
持
続

可
能
で
、
満
足
度
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
こ
の
瀬
戸
内
市
に

生
ま
れ
育
ち
、
暮
ら
し
て
い

る
者
と
し
て
も
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
、「
し
あ
わ
せ
実

感
都
市
瀬
戸
内
」
の
実
現
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
。

田
野
副
市
長
の
任
期
も

最
終
年
で
あ
る
。
就
任

し
て
約
４
年
間
で
は
あ
る
が
、

副
市
長
と
し
て
の
総
括
を
問

う
。

　
就
任
時
の
所
信
表
明
で
述

べ
た
、
地
方
創
生
の
実
現
を

目
指
し
た
4
年
間
で
あ
っ
た

が
、
３
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
地
域
や
社
会
の

若
者
人
口
が
減
少
し
、

民
間
企
業
の
採
用
活
動

が
早
期
化
す
る
中
、
職
員
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一

方
で
、
Ｉ
Ｔ
に
た
け
た
人
材

確
保
の
対
策
は
。

　　
受
験
を
考
え
て
い
る
方
が

計
画
を
立
て
や
す
く
な
る
よ

う
、
採
用
情
報
を
早
期
に
周

知
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が

多
く
の
方
の
受
験
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
の
早
期

採
用
に
対
応
し
、
高
校
新
規

卒
業
者
の
試
験
日
程
を
前
年

よ
り
も
早
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
も

実
施
し
、
職
場
の
情
報
を
提

供
す
る
な
ど
受
験
者
の
不
安

解
消
に
努
め
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
の
デ
ジ
タ
ル
専
門
人

材
派
遣
制
度
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
研
究
を
予
定
し
て
い

る
。

中
学
校
に
お
け
る
部
活

動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
、
目
指
す
方
向
性
と
今
後

の
進
め
方
は
。

　　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
、
少
子
化
が
進
行
す
る

中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動
に

継
続
し
て
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
く
。
国
や

県
の
方
針
を
踏
ま
え
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
段
階
的
な

体
制
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
も
協
議
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
政
策
部
長

問
答

副市長の責務をどのように考えているか

市民満足度の高いまちづくりに邁進する

石原　芳高

問
答

中学部活動の地域移行について方向性は

地域の実情に応じた段階的な体制を検討

秦井　誠司

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問問

問

問

問

三
浦
副
市
長

田
野
副
市
長

総
務
部
長

教
育
次
長

中学校の部活動が盛んな様子

一 般 質 問原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります

13議会だより せとうち Vol.75　2023.9.1

新
体
制
ス
タ
ー
ト

議
案
審
議

副
市
長
選
任

一
般
質
問

管
内
事
業
所
に
配
布
、
掲
示

し
、
消
防
団
員
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。

消
防
団
の
機
動
力
の
充

実
は
。

　
消
防
団
車
両
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
消
防
団
車
両
の
更

新
を
行
い
、
最
新
の
資
機
材

整
備
な
ど
消
防
力
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

　
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に

対
し
、
地
域
防
災
力
の
強
化

を
図
り
、
市
民
の
安
全
、
安

心
に
つ
な
げ
て
い
く
。

災
害
時
に
は
消
防
団
の

機
動
力
が
不
可
欠
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近

消
防
団
員
の
成
り
手
不
足
を

よ
く
耳
に
す
る
。

　
少
子
高
齢
化
時
代
の
難
し

い
問
題
と
思
わ
れ
る
が
、
現

状
は
ど
う
か
。
ま
た
、
対
策

は
何
か
考
え
て
い
る
か
。

　
地
域
防
災
を
担
う
要
で
あ

る
消
防
団
員
は
、
全
国
的
に

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
合
併

当
時
の
団
員
定
数
５
３
９
名

に
対
し
て
、
令
和
３
年
度
に

は
、
実
員
４
２
１
名
と
な
っ

た
。

　
令
和
４
年
度
に
消
防
団
員

定
数
を
見
直
し
、
４
５
０
名

と
し
た
が
、
現
在
４
０
３
名

と
減
少
し
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
、
国
か
ら
の

通
知
に
基
づ
き
、
消
防
団
員

の
処
遇
等
の
改
善
に
取
り
組

み
、
年
額
報
酬
の
増
額
や
、

出
動
報
酬
を
新
た
に
創
設
し

た
。

　
ま
た
独
自
に
入
団
促
進
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、

物
価
高
騰
へ
の
生
活
支

援
や
子
育
て
支
援
と
し

て
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ

ど
も
園
に
通
う
就
学
前
の
子

ど
も
た
ち
の
給
食
費
の
無
償

化
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
年
間
４
千
万
円
程
度
必
要

で
あ
る
。
無
償
化
の
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
は
現
実
的
に

は
難
し
い
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
も

必
要
で
あ
る
。
税
金
の

使
い
方
、
優
先
順
位
の
つ
け

方
で
財
源
を
確
保
し
、
無
償

化
の
実
施
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
来
年
度
続
け
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
か
な
い
か
が
非
常

に
大
き
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
ど
も
は
や
が
て
、
小
・
中

学
生
に
な
る
の
で
、
ま
ず
は

そ
こ
を
重
点
的
に
考
え
て
い

る
。
就
学
前
の
子
育
て
支
援

策
は
別
の
方
法
を
考
え
る
方

針
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
と

し
て
、
繰
り
返
し
求
め

て
き
た
学
校
給
食
費
の
無
償

化
が
や
っ
と
実
現
さ
れ
た
。

令
和
５
年
９
月
か
ら
令
和
６

年
３
月
ま
で
無
償
化
を
実
施

す
る
。
今
ま
で
以
上
の
子
育

て
世
帯
へ
支
援
策
は
必
要
な

の
で
、
来
年
度
以
降
も
継
続

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
給
食
費
無
償
化
に
は
年
間

１
億
８
千
５
０
０
万
円
程
度

必
要
で
あ
る
。
来
年
度
以
降

も
財
源
が
確
保
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
。
保
護
者
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
努
力
し
た
い
。

問問

市
　
　
　長

市
　
　
　長

しっかり食べるこどもたち
（福田保育園）

操法大会の様子

問
答

消防団員の成り手不足への対策は

国からの通知に基づき処遇改善を行う

原野　健一

問
答

就学前の子どもの給食費も無償化に

難しいので別の子育て支援を考える

厚東　晃央

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

問

問

問

消
　防
　長

消
　防
　長

市
　
　
　長
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新
体
制
ス
タ
ー
ト

議
案
審
議

副
市
長
選
任

一
般
質
問

問
答

副市長２名体制の役割分担は

推進テーマの業務と担当部門を分ける

岩田　惠一

問
答

デジタル障害者手帳ミライロ ID導入を

市での導入を前向きに検討する

川勝　浩子

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

備
補
助
金
等
で
、
環
境
整
備

を
行
っ
て
い
く
。

水
道
料
金
が
高
い
の
で

は
。

　
要
因
と
し
て
、
主
に
浄
水

コ
ス
ト
が
高
い
吉
井
川
を
主

水
源
と
し
て
い
る
他
、
起
伏

が
多
い
地
形
、
人
口
密
度
、

工
場
な
ど
の
大
口
利
用
者
が

少
な
い
等
に
よ
り
料
金
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
経
費
削
減
、
漏
水

改
善
等
で
現
在
の
料
金
を
維

持
し
、
県
広
域
水
道
企
業
団

か
ら
の
受
水
に
よ
り
安
定
供

給
体
制
を
維
持
し
て
い
く
。

市
長
・
副
市
長
２
名
体

制
の
役
割
分
担
は
。

　
三
浦
副
市
長
は
、
ダ
イ
バ

シ
テ
ィ
推
進
室
、
総
合
政
策

部
、
市
民
部
、
福
祉
部
、
こ

ど
も
・
健
康
部
を
担
当
。
田

野
副
市
長
は
、
Ｄ
Ｘ
・
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進
と

三
浦
副
市
長
以
外
の
業
務
を

担
当
。
私
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
精
力
的
に
行
い
、
歳
入

の
確
保
、
関
係
人
口
の
創
出

に
つ
な
げ
て
い
く
。

市
の
子
育
て
環
境
施
策

は
。

　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
周
辺
に
、

こ
ど
も
パ
ー
ク
を
計
画
し
て

い
る
。
幅
広
い
意
見
を
取
り

入
れ
る
と
共
に
、
自
然
環
境

に
配
慮
し
た
天
然
素
材
・
リ

サ
イ
ク
ル
素
材
の
利
用
も
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
公
園
冒
険
の
森
、
プ

レ
ー
カ
ー
、
自
治
会
遊
具
整

問 問

問

　
引
き
続
き
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
で
、
出
会
い
の
機
会
を

創
出
す
る
な
ど
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

邑
久
町
時
代
に
始
ま
っ

た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
か

ら
22
年
が
経
っ
た
。
更
に
充

実
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を

参
考
に
、
ど
う
い
う
こ
と
が

で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

女
性
特
有
の
体
の
不
調

に
悩
む
人
は
多
い
。
市

民
の
安
心
の
た
め
に
、
市
民

病
院
に
女
性
専
用
外
来
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
対
象
者
の
年
齢
層
も
幅
広

く
、
対
象
疾
患
も
多
岐
に
わ

た
る
。

　
対
応
で
き
る
女
性
医
師
の

確
保
も
含
め
て
、
将
来
的
に

設
置
可
能
か
ど
う
か
、
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
障
が
い
者
手

帳
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
の
障
害
者
割
引
の
あ
る

公
共
施
設
で
の
利
用
が
考
え

ら
れ
る
。
前
向
き
に
検
討
す

る
。

視
覚
障
害
の
あ
る
方
へ

の
公
的
な
通
知
に
、
音

声
コ
ー
ド
を
つ
け
て
は
ど
う

か
。

　　
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

等
を
参
考
に
し
て
、
研
究
し

て
い
く
。

少
子
化
対
策
の
入
り
口

は
結
婚
。
結
婚
支
援
の

拡
充
を
。

問問問

問 問

市
　
　
　長

上
下
水
道
部
長

こ
ど
も
・
健
康
部
長

福
祉
部
長

教
育
次
長

病
院
事
業
部
長

福
祉
部
長

こ
ど
も
・
健
康
部
長

       

 

 

 

自然豊かな「長船美しい森」でまったり焚き火を囲んで 
おしゃべりを楽しんでいただくアウトドアイベントです。 
深まる秋を一緒に過ごす素敵な出会いを見つけませんか？ 

with FASHION co.代表 
ファッションコンサルタント  
 

「第一印象アップセミナー」  

正宗  幸子先生  

「好きな色」と「似合う色」は、違うことも 
あります。 
本当の自分の魅力（内面・外見）を知って、 
第一印象の「ファッション」でアピールを 
しましょう！！！ 
・パーソナルカラー診断 
・衣食住に活用できるカラーの知識 
・好きな色でわかる相性 

 
スマホを使ったパーティ専用 
マッチングシステム 
『Cheer Palette(チアパレット)』 
を導入します！ 

スマホで簡単に参加者同士のプロフィール交換や連絡先交換が 
非接触でできちゃいます♪登録も使い方もとっても簡単です♪ 
※オンラインパーティではありません。 
 

集合場所（セミナー会場） 
ゆめトピア長船 瀬戸内市長船町土師 277-4 
 
●参加資格：おおむね３０代以上の独身男女 
※地域制限はありませんが、備前市・瀬戸内市に在住または在勤の方優先 
●募集定員：男女各 15 名（合計 30 名） 
※応募者多数の場合は抽選になります。 
●参 加 費：男女とも１,000 円 
※当日受付でお支払いください。 
●締 切 日：2022 年11 月 13 日(日) 
 

Time Schedule 
11:30～ 受付開始 
12:00～ スキルアップセミナー（男女一緒で） 
      (場所を移動：ゆめトピア長船⇒長船美しい森) 
14:30～ 焚き火体験＆交流会＆カフェタイム 
16:30～ カップリングタイム 
17:00  終了 

【問合せ】備前市・瀬戸内市結婚支援協議会（瀬戸内市こども政策課内：0869-24-8015）  
【問合せ・申込み】イベント事務局：有限会社チアーズ  
岡山県倉敷市三田 76-1／086-461-0506(10:00~18:00) 
https://cheer-s.com/221127-setouchi 
 
 

※イベントの詳細は参加者の方に直接お知らせします。 
※本イベントでは食事の提供はありません。 
※セミナー会場からイベント会場までは各自で移動していただきます。 

昨年行われた婚活イベント
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新
体
制
ス
タ
ー
ト

議
案
審
議

副
市
長
選
任

一
般
質
問

日
常
生
活
自
立
度
２
以

上
の
人
数
１
，４
９
２

人
に
対
し
て
加
入
が
22
人
は

少
な
い
の
で
は
。

　
周
知
不
足
の
と
こ
ろ
が
あ

る
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど

の
機
会
を
使
い
、
賠
償
責
任

保
険
な
ど
の
周
知
に
努
め
た

い
。

　
事
務
の
簡
素
化
や
改
善
の

余
地
が
な
い
の
か
、
担
当
と

も
協
議
し
て
い
く
。

認
知
症
関
連
の
一
般
質

問
で
提
案
し
た
中
の
見

守
り
シ
ー
ル
、
個
人
賠
償
責

任
保
険
加
入
で
き
る
認
知
症

患
者
の
現
状
は
。

　
日
常
生
活
自
立
度
２
以
上

の
人
数
は
、
１
，４
９
２
人

で
あ
る
。

高
齢
者
徘
徊
対
策
促
進

事
業
の
認
知
症
見
守
り

シ
ー
ル
利
用
者
数
は
。

　
認
知
症
高
齢
者
個
人
賠
償

責
任
保
険
の
加
入
と
同
じ
、

現
在
22
人
で
あ
る
。

認
知
症
高
齢
者
の
行
方

不
明
者
数
は
。

　
令
和
２
年
14
件
、
令
和
３

年
10
件
、
令
和
４
年
８
件
だ

が
、
市
が
把
握
し
て
い
る
件

数
で
、
警
察
な
ど
の
対
応
は

も
っ
と
多
い
件
数
に
な
る
。

福
祉
部
長

問

問

福
祉
部
長

解体される
シルバー人材センター

こどもパークの整備が計画されている
ゆめトピア長船の敷地

解体される
旧長船支所 長船支所

問
答

ゆめトピア長船の駐車場減は魅力半減では

330台は残る

日下　俊子

問
答

見守りシール、賠償責任保険の周知を

機会を使って周知に努める

河本　裕志

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

個人質問の映像を
録画放映でご覧に
なれます。

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
の
１

階
ト
イ
レ
は
和
式
の
方

が
多
い
が
、
手
を
入
れ
る
時

に
ど
う
し
て
改
修
し
な
い
か
。

　
要
望
が
な
か
っ
た
。

に
ぎ
や
か
な
の
が
当
然

な
こ
ど
も
パ
ー
ク
と
静

か
で
あ
る
べ
き
図
書
館
が
共

存
す
る
が
、
静
か
な
環
境
が

確
保
で
き
る
の
か
。

　
確
保
で
き
る
。

平
成
30
年
か
ら
、
長
船

町
公
民
館
を
守
る
要
望
、

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
に
保
健
福

祉
機
能
を
残
す
要
望
が
出
さ

れ
て
き
た
が
、
二
転
三
転
し

な
が
ら
庁
舎
再
編
は
お
か
ま

い
な
し
に
進
ん
で
き
た
。
今

後
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
に
公
民

館
が
移
転
し
、
こ
ど
も
パ
ー

ク
が
で
き
る
の
を
残
す
だ
け

に
な
っ
た
。

　
４
０
０
台
近
く
あ
っ
た
駐

車
場
が
、
３
３
０
台
に
減
る

計
画
と
聞
く
が
、
駐
車
場
が

減
っ
て
は
、
魅
力
半
減
で
は

な
い
か
。

　
残
っ
た
台
数
で
最
大
限
有

効
活
用
す
る
。

ど
ち
ら
も
活
発
に
使
用

さ
れ
て
い
る
、
市
民

ホ
ー
ル
機
能・公
民
館
機
能・

保
健
福
祉
機
能
が
、
本
当
に

統
合
出
来
る
の
か
。

　
移
転
後
の
活
動
に
支
障
が

な
い
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問

問問

問

問問

福
祉
部
長

福
祉
部
長

市
　
　
　長

総
務
部
参
与

総
務
部
参
与

総
務
部
参
与

教
育
次
長

◆認知症相談窓口
瀬戸内市地域包括
支援センター
邑久町山田庄862-1
瀬戸内市総合福祉センター内

☎（0869）24-0001
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●お問い合わせは議会事務局（0869）22-0979までお願いします。
　E-メールアドレス　gikaijimu@city.setouchi.lg.jp
　瀬戸内市議会ホームページアドレス　https://www.city.setouchi.lg.jp

本会議の映像を、生中継および
録画放映でご覧になれます。

編

集

後

記

編

集

後

記

この市議会だよりは再生紙を使用しています

　残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　６
月
定
例
会
で
、
議
長
・
副
議
長

も
変
わ
り
、
委
員
会
構
成
も
刷
新
さ

れ
ま
し
た
。
残
り
２
年
間
の
任
期
に

向
け
、
認
識
も
新
た
に
、
そ
れ
ぞ
れ

議
員
の
手
腕
が
発
揮
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
も
メ

ン
バ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の
活
動
を
わ
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
く
伝
え
て
い

く
の
が
、
委
員
会
の
使
命
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

（
廣
田

　均
）

地域の写真を市民のみなさんからも募集します
（下記メールアドレスにお送り下さい）地域のかがやき

夏休みは寺子屋
（長船町土師交流サロン）

４年ぶりの夏祭り
（邑久町笠加コミュニティ）

茅の輪くぐり
（牛窓神社）

お星さま☆願いをかなえてね
（長船町油杉こども会）

次回定例会の予定
（インターネット中継のある日）

 8月 30日（水） 本会議 9：30～ 

 9月 6日（水） 本会議 9：30～ 一般質問  

  7日（木） 本会議 9：30～ 一般質問 

  8日（金） 本会議 9：30～ 一般質問 

  11日（月） 本会議 9：30～ 

  22日（金） 本会議 9：30～ 

都合により、日程が変更となる場合もあります。

　
邑
久
町
虫
明
で
作
陶
さ
れ
て
い
る「
虫

明
焼
」
は
、
県
指
定
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
製

作
技
術
は
、
県
重
要
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
高
度
に
体
現
す
る
保
持
者
と

し
て
陶
芸
家
の
黒
井
千
左
氏
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
虫
明
焼
が
い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の

か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

よ
そ
３
０
０
年
前
、
虫
明
の
地
で
焼
か

れ
た
、
岡
山
藩
筆
頭
家
老
伊
木
家
の
お

庭
焼
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
井
氏
は
、
そ
の
伝
統
技
法
を
継
承

し
、
茶
陶
を
製
作
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

素
地
を
彫
っ
て
異
な
る
色
土
を
嵌は

め
込

む
象ぞ

う
が
ん嵌
技
法
を
用
い
て
、
装
飾
性
豊
か

な
新
し
い
作
風
の
作
品
も
手
が
け
て
い

ま
す
。

　
今
年
11
月
に
は
、
岡
山
県
で
初
の
伝

統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、
虫
明
焼
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
す
。

虫
明
焼
製
作
技
術作陶中の黒井千左（完治）氏

文化財


